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LMH6555 評価ボード

ご注意：日本語のアプリケーション・ノートは参考資料として提供しており、内容が
最新でない場合があります。製品のご使用に際しては、必ず最新の英文アプ
リケーション・ノートをご確認ください。

評価ボード
ナショナル セミコンダクターでは以下の評価用ボードを 
提供しています。高周波用レイアウトの基準として、また
デバイスの試験や特性測定の補助手段として、次の評価
ボードの利用を推奨します。

この評価ボードはデバイスのサンプルの要求とともに注文
してください。

FIGURE 1.   Evaluation Board Schematic

デバイス パッケージ 評価ボード製品型番

LMH6555 16ピン LLP LMH6555EVAL
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説明

入力条件

LMH6555評価ボードは、以下のアプリケーションでの使用
を目的としたものです。

1. シングルエンド入力 - 差動出力

2. 差動入力 - 差動出力

シングルエンド入力のアプリケーションでは SMA 入力
“IN＋ ” (J1) または “IN－ ” (J3) のいずれかを使用できま     
す。 記号が示すとおり、J1からは正のゲイン、J3からは負 
のゲインが得られます。 抵抗 “RGP” および “RGN” の値は   
ユーザが設定できます。(評価ボードは 0Ωに設定されて
います。) 多くのシングルエンド入力のアプリケーション 
では、駆動する入力の抵抗 (RGPまたは RGN のいずれか ) 
を 0Ω に設定し、駆動する電源を 50Ω とします。また、
駆動しない入力の抵抗 (RGN または RGP のいずれか ) は  
50Ωに設定し (抵抗の SMAコネクタ側をグラウンドに短 
絡します )、2つの入力間でインピーダンス整合 (50Ω) を  
行います。 もう一つの方法として、ボードの RGP と RGN 
に 0Ωの抵抗を取り付け、駆動しない入力 (J1または J3の 
いずれか ) について、SMAを 50Ω終端しても同じ効果が 
得られます。

差動入力のアプリケーションの場合は、J1と J3の両方を使
用します。 代表的なアプリケーションでは、この場合も抵 
抗 “RGP”と “RGN”を用いて、各 LMH6555の入力から見える  
対グラウンドのインピーダンスが 50Ω となるようにしま
す。 これを行わないと、入力インピーダンスの不整合に 
よって挿入ゲインの不平衡が生じます。 100Ω の内蔵抵抗 
を持つ差動電源は、J1および J3に直接 (RGP＝ RGN＝ 0Ω) 
接続できます。

出力条件

LMH6555 評価ボードの差動出力は、SMA コネクタ J7
(VOUT＋ ) と J2 (VOUT－ ) の間に出力されます。 オプショ     
ンのバラン・トランス (TX1、キットには含まれていませ 
ん ) によって LMH6555の 2つの出力を結合すれば、使用 
するトランスの最低動作周波数 (部品リストで指定してい 
るトランスの場合は 4.5MHz) まで、J7または J2のいずれ 
かのピンから結合出力を測定できます。 この場合は、J7と 
J2の両方を、それぞれ 50Ωの抵抗を介してグラウンドに
終端します。 ほとんどの測定機器には入力インピーダン 
ス 50Ω が内蔵されているため、 測定する出力は、測定機 
器側で適切に終端されます。 使用しない出力も 50Ω で終 
端する必要があります。

また、LMH6555評価ボードによって高速ADC (ADC081000/ 
ADC081500 など ) の 100Ω 差動入力を駆動する場合など 
は、J7 と J2 の両出力を 100Ω の差動負荷とともに使用し
ます。 このようなアプリケーションのために、評価ボード 
には LMH6555の出力信号を直接 J7と J2に接続する R9と
R10 (いずれも 0Ω) が設けられており、TX1が接続されて  
いません。

VCM_REF 入力

LMH6555のコモン・モード出力は、入力ピン電圧 “VCM_REF” 
によって設定できます。 この電圧は、評価ボードの “VCM”  
という名前の端子に適当なDC電源を接続して印加します。
このピンの電圧範囲は 0.95V ～ 1.50V です。ボード上には
デカップリング・コンデンサ (C3、C8) が接続されています。  
コモンモード制御電圧なしで出力が振幅する可能性がある
ため、 “VCM”をフローティングのままにしないでください。 
A/D コンバータ ADC081000 ( または同等のコンバータ ) と  
組み合わせて使用する場合は、A/Dコンバータの “VCMO” 出  
力によって、LMH6555評価ボードの “VCM”ピンを駆動でき 
ます。 LMH6555の入力ピン “VCM_REF”に電流を供給するた  
めに、汎用バッファが必要になる場合があります。 バッファ 
が必要かどうかは、A/D コンバータのデータシートを参照
してください (注：ADC081000の “VCMO”は± 1μAに制限  
されているため、外部バッファが必要になります )。

部品表
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FIGURE 2.   LMH6555 Evaluation Board Top View with Components

FIGURE 3.   LMH6555 Evaluation Board Bottom View with Circuit
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生命維持装置への使用について
ナショナル セミコンダクター社の製品は、ナショナル セミコンダクター社の最高経営責任者 (CEO) および法務部門 (GENERAL
COUNSEL)の事前の書面による承諾がない限り、生命維持装置または生命維持システム内のきわめて重要な部品に使用することは
認められていません。
ここで、生命維持装置またはシステムとは（a）体内に外科的に使用されることを意図されたもの、または (b)生命を維持あるいは
支持するものをいい、ラベルにより表示される使用法に従って適切に使用された場合に、これの不具合が使用者に身体的障害を与
えると予想されるものをいいます。重要な部品とは、生命維持にかかわる装置またはシステム内のすべての部品をいい、これの不
具合が生命維持用の装置またはシステムの不具合の原因となりそれらの安全性や機能に影響を及ぼすことが予想されるものをいい
ます。

本資料に掲載されているすべての回路の使用に起因する第三者の特許権その他の権利侵害に関して、弊社ではその責を負いません。
また掲載内容は予告無く変更されることがありますのでご了承ください。

ナショナル セミコンダクター ジャパン株式会社
本社／〒 135-0042 東京都江東区木場 2-17-16 TEL.(03)5639-7300

技術資料（日本語 /英語）はホームページより入手可能です。 www.national.com/jpn/

このドキュメントの内容はナショナル セミコンダクター社製品の関連情報として提供されます。ナショナル セミコンダクター社
は、この発行物の内容の正確性または完全性について、いかなる表明または保証もいたしません。また、仕様と製品説明を予告な
く変更する権利を有します。このドキュメントはいかなる知的財産権に対するライセンスも、明示的、黙示的、禁反言による惹起、
またはその他を問わず、付与するものではありません。
試験や品質管理は、ナショナル セミコンダクター社が自社の製品保証を維持するために必要と考える範囲に用いられます。政府が
課す要件によって指定される場合を除き、各製品のすべてのパラメータの試験を必ずしも実施するわけではありません。ナショナ
ル セミコンダクター社は製品適用の援助や購入者の製品設計に対する義務は負いかねます。ナショナル セミコンダクター社の部品
を使用した製品および製品適用の責任は購入者にあります。ナショナル セミコンダクター社の製品を用いたいかなる製品の使用ま
たは供給に先立ち、購入者は、適切な設計、試験、および動作上の安全手段を講じなければなりません。
それら製品の販売に関するナショナル セミコンダクター社との取引条件で規定される場合を除き、ナショナル セミコンダクター社
は一切の義務を負わないものとし、また、ナショナル セミコンダクター社の製品の販売か使用、またはその両方に関連する特定目
的への適合性、商品の機能性、ないしは特許、著作権、または他の知的財産権の侵害に関連した義務または保証を含むいかなる表
明または黙示的保証も行いません。

National Semiconductorとナショナル セミコンダクターのロゴはナショナル セミコンダクター コーポレーションの登録商標です。その他のブランド
や製品名は各権利所有者の商標または登録商標です。
Copyright © 2007 National Semiconductor Corporation
製品の最新情報については www.national.com をご覧ください。
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